
 

 
今回は 2026年度の大阪大学の文系の第１問を解説
したいと思います．

文系第１問
正の実数の列 fangが次の条件によって定めら
れている．

a1 = 1 ; a2 = 2 ;

an+2 =
3na2n+1
an

(n = 1 ; 2 ; 3 ; Ý)

(1) bn = log2 an+1 ¡ log2 an (n = 1 ; 2 ; 3 ;

Ý) と定めるとき，数列 fbng の一般項を求
めよ．

(2) 数列 fangの一般項を求めよ．

※なお本原稿における解答や解説は，大阪大学が公
表したものではなく，研伸館が独自で作成したもの
です．

【解答】
(1) すべての自然数 n において an > 0であること
から

an+2 =
3na2n+1
an

の両辺の底が 2の対数をとると

log2 an+2 = log2
3na2n+1
an

log2 an+2 = n log2 3 + 2 log2 an+1 ¡ log2 an

log2 an+2 ¡ log2 an+1

= log2 an+1 ¡ log2 an + (log2 3)n
Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ 1

となる．すべての自然数 n で
bn = log2 an+1 ¡ log2 an

とおくと， 1は
bn+1 = bn + (log2 3)n

となる．また
b1 = log2 a2 ¡ log2 a1

= log2 2¡ log2 1

= 1

である．よって，n ¸ 2のとき

bn = b1 +
n¡1∑
k=1

(log2 3)k

= 1+
log2 3

2
(n ¡ 1)n

である．これは n = 1のときも成り立つ．
以上より，数列 fbngの一般項は

bn = 1+
log2 3

2
(n ¡ 1)n

である．
(2) 数列 fbngは数列 flog2 angの階差数列であるか
ら，n ¸ 2のとき

log2 an

= log2 a1 +
n¡1∑
k=1

T1 + log2 3
2
(k¡ 1)kl

= n ¡ 1 +
log2 3

2

n¡1∑
k=1

(k2 ¡ k)

= n ¡ 1 +
log2 3

2
S 1
6
n(n ¡ 1)(2n ¡ 1)

¡
1
2
(n ¡ 1)nk

= n ¡ 1 +
log2 3

6
n(n ¡ 1)(n ¡ 2)

である．これは n = 1のときも成立する．
以上より，数列 fangの一般項は

an = 2log2 an

= 2n¡1 ¢ 2(log2 3) ¢
1
6
n(n¡1)(n¡2)

= 2n¡1 ¢ 3
1
6
n(n¡1)(n¡2)

である．

【解説】
(1) 問題文に

bn = log2 an+1 ¡ log2 an

と定めるとあることから，漸化式の両辺を底が 2
の対数をとることを考えるのは自然でしょう．こ

の誘導がなかったとしても， 3
na2n+1
an

のような積
や商，べき乗がある式に対して対数をとることに
よって，式を和や差，定数倍に直すことができま
す．思いつけるようにしておきましょう．
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対数をとり

log2 an+2 = n log2 3+2 log2 an+1¡ log2 an

Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ 2

とした後は，左辺で
bn+1 = log2 an+2 ¡ log2 an+1

を作ろうと思うと右辺から log2 an+1 を移項すれ
ばよいですね．その結果，右辺も bn で表すことが
できるので，数列 fbngの漸化式を得ます．この漸
化式は数列 fbngの階差数列の一般項が (log2 3)n
ということを表していますから，以下の公式から
bn を求めることができます．

数列 fAngの階差数列が fBngであると
き，n ¸ 2において

An = A1 +
n¡1∑
k=1

Bk

である．

n ¸ 2 における結果に n = 1 を代入して一致
することを確認しておきましょう (一般に一致す
るとは限らないですが，ほとんどの場合一致し
ます)．
ところで， 2を作った後

bn = log2 an+1 ¡ log2 an

という誘導がなかったら解けるでしょうか．
cn = log2 an

という置き換えを行うと， 2は
cn+2 = 2cn+1 ¡ cn + n log2 3 Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ 3

のような 3項間漸化式です．3項間漸化式といえ
ば，次の知識を覚えておかなくてはいけません．

3項間漸化式
dn+2 = pdn+1+qdn (p ; qは定数)

は，xの方程式 x2 = px+ qの 2解 ® ; ¯
を使って

dn+2 ¡ ®dn+1 = ¯(dn+1 ¡ ®dn)

とできる．これは数列 fdn+1 ¡ ®dngが公
比 ¯の等比数列であることを表している．

これを想起すると， 3より (n log2 3は一旦無
視して)

x2 = 2x¡ 1 Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ Þ 4

を解いて，x = 1 (重解)を得ます．すると
cn+2 ¡ cn+1 = cn+1 ¡ cn + n log2 3

という変形に繋がり
bn = cn+1 ¡ cn (= log2 an+1 ¡ log2 an)

とおくことができます． 4を立式するところで
「なんで n log2 3を無視するんだ！」と思うかもし
れませんが，やろうとしていることが 3項間漸化
式を，「カタマリ」となる数列 (今回は cn+1 ¡ cn)
を見つけて 2項間漸化式を作ろうとしているにす
ぎません．その目的を達成するために n log2 3は
無関係ですから，一旦無視して考えます．

(2) 解答の通り，数列 fbng は数列 flog2 ang の階
差数列ですから，(1)の最後と同様に計算すれば
log2 an が求まります．最後に

an = 2log2 an

であることに注意して an の式を求めればよいで
しょう．対数の定義から

2log2 3 = 3

ですから，指数に log2 3 が残らないようにしま
しょう．
途中のシグマ計算ですが

n¡1∑
k=1

k(k¡ 1)

=
1
3

n¡1∑
k=1

f(k¡ 1)k(k+ 1)¡ (k¡ 2)(k¡ 1)kg
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=
1
3
f(n ¡ 2)(n ¡ 1)n ¡ (¡1) ¢ 0 ¢ 1g

=
1
3
n(n ¡ 1)(n ¡ 2)

とすれば，計算を楽にすることができます．

今回は以上です．お疲れ様でした．
(数学科 桒野)
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